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シシリア島のユダヤ人：なぜユダヤ人は金融業と美術商か

　先々週ローマのシナゴーグ（ユダヤ教の礼拝所）の礼拝に出席した。

ローマと言えばバチカンがある。バチカンは世界のカトリック教徒の総本山であることは皆様ご承知の通りでありますが、カトリックと言えば十字軍によりユダヤ教徒を陵辱した歴史があるわけです。

そのカトリックの総本山のバチカンのお膝元にユダヤ人のシナゴーグがあるのが何とも面白いので、礼拝に参加した。

驚くなかれ。エルサレム以西で最も古いユダヤ人のコミュニティーがローマである。ユダヤ人は紀元前2000年頃に現在のイラクのバグダット周辺に居た民族だが古くからローマにもう流れて来て居たのだ。ローマ軍によりエルサレムのユダヤの神殿が壊される約100年前のBC168年頃からユダヤ人はローマに来て居住していた。ローマ軍がユダヤ人を捕虜としてローマに連れて来る105年前のことである。

ローマのユダヤ人はまとまったところに住んでいたが、ある一定の地区に閉じ込められることはなかった。ローマには３万人のユダヤ人がその頃住んでいた。全イタリアには５万人ほどいた。そしてイタリアのユダヤ人はどんどん増えていった。ところが1000年ほど経った1348年、黒死病がヨーロッパ全土を襲った。それがユダヤ人のせいだとされて虐待された。ユダヤ人はヨーロッパ中を逃げまどい、比較的寛容なイタリアに逃れて来た。ロンバルデ、トレンティノなどに難を逃れて来た。

ルネサンス期（１５世紀中葉）は、学問と芸術の花が全イタリアを覆ったため、学問と芸術の民ユダヤ人は、イタリアでは温かく迎えられた。特にフローレンスのメディチ家ではユダヤ人芸術家やユダヤ人学者が集中した。ルネサンスにユダヤ人芸術家の果たした役割は大きい。（この時の流れを受け継いで、２１世紀の現在でもイタリアの有名ブランド、有名デザイナー、有名ファッションは、ほとんどユダヤ系である。）

しかし、1492年、ユダヤ人退去令がスペインで出されると、スペインのユダヤ人が大挙イタリアに逃れて来た。ところが、スペインの支配化にあったナポリとシシリーはスペインと同じくユダヤ人を追い出しにかかった。

この時シシリー島には４万人のユダヤ人がいたが、全員が島を追い出された。この結果２１世紀の現在、シシリーには約２０名ほどのユダヤ人が居るのみとなった。私は今日はそのシシリーのユダヤ人と会う予定だ。

そして、スペインに始まったユダヤ人排斥運動はイタリアにも及び、1555年ローマ法王ポール四世がユダヤ人をゲットーという狭い居住区に閉じ込める命令をヨーロッパ全土に発した。有名なゲットーの始まりである。

ゲットー閉じ込め政策は、ナポレオンによるユダヤ人開放政策までの約300年間も続くのである。

その300年間ゲットーに閉じ込められたユダヤ人の生活は悲惨であった。極端に狭く、水はけも悪く、日当たりも悪い地区がゲットーとされた。

ローマのゲットーは雨が降るといつも床まで水が上がって来た。ゲットーからユダヤ人が出るのは朝１０時。夕方の５時にはゲットーに戻って来なければならなかった。ゲットーの門が閉められるのである。

ローマ法王によりゲットーのユダヤ人に許された生計の道はたった２つだけであった。

1 金融業

2 古物商

当時の中世キリスト教社会では金の貸し借りを業とすることは神の教えに反する汚れた行為として許されてなかったため、ゲットーのユダヤ人のみにやらせることとされていた。徳川時代の日本で屠殺業を穢多、非人にのみやらせたのと全く同じである。

つまり穢れた行為としてユダヤ人に押し付けられた業務が金融業と古物商だけであった。それ以外のことをして生計を立てることは許されなかった。農業や製造業、工業は厳禁である。

ナポレオンがユダヤ人をゲットーから解放したが、それも長くは続かず、王政復古になるやまたユダヤ人はゲットーに戻された。

そして、やっと1870年になり、ローマ法王の強力な権力に終焉が訪れると、やっとユダヤ人はゲットーから完全に解放されるに至った。1889年イタリアに宗教平等法が制定され、ユダヤ人＝ユダヤ教への差別はやっとなくなった。

ところが、1938年のムッソリーニ政権の時に事態は中世に逆戻りした。1938年９月、イタリアの全土のユダヤ人に対し、学校、軍、公務員になることを禁止され、私財を持つことも会社の株を持つことも禁止された。財産没収令である。つまり、“二等国民”とされた。ムッソリーニの下で、ユダヤ人は虐殺され続け、イタリアに45,270人いたユダヤ人のうち、約17,000人の命が奪われた。

第二次大戦後、生き残った約30,000人のイタリアのユダヤ人は、ゲットーこそなくなったがその後もひっそりと暮らしていたが、1986年ローマ法王ジョン・ポール二世がローマにあるユダヤ人のシナゴーグを人類史上初めて訪問し、「我々キリスト教徒の兄達、ユダヤ人」という言葉を発したことで、イタリアのユダヤ人はやっと心のゲットーより開放されたのである。

２１世紀の現在、イタリアの人口は5,700万人。うち、ユダヤ人は３万人。主にローマとミラノにいる。その他ユダヤ人はフローレンス、ベニス、ボローニャ、ナポリにも数百人単位で住んでいる。シシリーには20人ほどだ。私はそのシシリーのユダヤ人と親しく交わることとしている。私の親しくしているラバイの一人がシシリーの出身だからだ。

以上
